
開 催 日  ：2027.10.17(Sun)- 10.22(Fri)

開催場所 ：東京・関東近県

大会概要とスポンサー募集のご案内



IGCAの歴史
International Garden Center 

Association

国際ガーデンセンター協会 (IGCA) は、世界中で同じ考えを持つ独立系園芸小売業者が相互に
情報交換し、利益を得るためのフォーラムを提供するために存在します。 1960 年初頭、園芸セン
ターのオーナーグループは、園芸センターの雑誌も発行していたドイツ企業の主催により、ヨーロッパ内
での年次ツアーを開始しました。 IGCA は、1968 年に英国オックスフォードで開催された園芸貿易
協会と英国ガーデンセンターグループの合同会議で正式に発足しました。この会議には、小規模な
ガーデンセンターグループが存在する他のヨーロッパ諸国の代表者も出席しました。 英国の Jeffrey 
Bernhard 氏が 3 年の任期で初代 IGCA 会長に選出されました。 協会は、米国を含む 8 か国の
代表者で構成される評議会によって運営され、評議会は年に 2 回会合を開きました。

IGCAは成長を続け、世界中の個々のガーデンセンターを惹きつけ、変化する小売環境において、
園芸小売業者の競争力強化を支援しています。毎年開催されるこの会議には、最大20カ国から
200名を超える代表者が参加し、若い世代向けの学習に重点を置いたスタディーツアーも組み込ま
れています。



IGCAの
主な目的

IGCAは、世界中のガーデンセンター業界の発展と
向上に尽力する非営利団体です。私たちは、世界
中のガーデンセンターが、同じ志を持つ会員と繋がり、
アイデア、情報、リソースを交換できるプラットフォー
ムを提供しています。業界を結びつけ、知識の共有
が豊かで、緊密なコミュニティを育むことが私たちの
願いです。

• 年次会議の開催、ガーデンセンター訪問、ワークショップ、
講義、体験交換プラットフォーム、社交イベントの提供

• 世界のガーデンセンター協会とのネットワークを構築し、ベ
ストプラクティス、アイデア、方法、経験を交換し、個々の
ガーデンセンターに付加価値を提供します。

• 若い世代にガーデンセンター事業を確立し、IGCAネット
ワークを活用できるように、コミュニケーションプラットフォー
ムを提供する。

• グリーン産業と業界紙が情報や経験を交換するための
連絡プラットフォームを提供する

Action



第52回
IGCA Congress2010

日本大会

― 大会報告 ―



IGCA Congress 2010 Japan  2010年10月10日（日）～10月15日（金）

[主催] 日本園芸商協会

[共催] 新しい園芸を考える会
          大会会長    神代 繁近 （日本園芸商協会会長） 
          大会副会長  平田 雅典 （新しい園芸を考える会会長） 

大会副会長 徳本 修一 （日本園芸商協会相談役）
大会実行委員会委員長 赤塚 耕一 （IGCA理事、㈱赤塚植物園 常務取締役）

[後援] 

農林水産省、日本貿易振興機構、国際観光振興機構、東京都（東京拠点開催のみ）、
京都府、京都市、日本花普及センター、東京観光財団、京都文化交流コンベンションビューロー、 
園芸文化協会、日本家庭園芸普及協会、日本花き卸売市場協会、日本植木協会、 
日本観光協会、NHK出版、花卉園芸新聞社、グリーン情報、南出



IGCA Congress 2010 Japan 

[協賛] 

タカショー、サカタのタネ、赤塚植物園グループ、リッチェル、平田ナーセリー、横浜植木、 
埼玉園芸市場、タキイ種苗、タカノ、グローベン、住友化学園芸、ハイポネックスジャパン、
ハクサン、日本ガーデンセンター共同機構、日本華道社、国際航空旅行サービス、
宮崎本店、 佐藤産業、アルツ、鴻巣花き、フラワーオークションジャパン、豊明花き、
メネデール、 河野メリクロン、アンコーポレーション、JA東海グリーン、花の大和、
ハクサンインターナショナル、ミヨシ、東海化成、アルパティオ、大和プラスチック、JTB中部、
タクト、 東京砧花き、マナコフラワーアカデミー、大原種苗、グリーンファーム、総合園芸、 
ヨネヤマプランテイション、オザキフラワーパーク、朝日工業 

[協力]

京成バラ園芸、大宮盆栽協同組合、淡路夢舞台、高野総本店、ビズ出版 

 2010年10月10日（日）～10月15日（金）
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[大会の目的と開催意義] 

    世界中の園芸専門店が一堂に会し、お互いに情報交換することによって、相互の発展と
各国における園芸文化の交流や振興を高める。 

[開催の概要] 

（１）テーマ 日本の歴史と文化を通じての未知の園芸領域と価値の共有 
（２）日程 上記のとおり 
（３）参加者数（国別参加者数は別紙のとおり） 

国外 17ヶ国から １８１人 （オブザーバー国を含む） 
国内 ３０～５０人（日程により参加者数が変動） 

（４）参加国
日本、イギリス、フランス、カナダ、ドイツ、アメリカ合衆国、オランダ、スイス、デンマーク、 
南アフリカ、ニュージーランド、アイルランド、オーストラリア、イタリア、オーストリア、 
ハンガリー、ポーランド、ノルウェー 合計18カ国 

（５）使用言語 英語 
（日本語⇔英語、日本語⇔フランス語、日本語⇔ドイツ語の通訳スタッフを準備） 
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2010.10．10
ザ・プリンスタワー東京宿泊

[日]

2010.10．12
ザ・プリンスタワー東京宿泊

[火]

2010.10．13
京都ホテルオークラ宿泊

[水]

2010.10．14
京都ホテルオークラ宿泊

[木]

2010.10．15
京都ホテルオークラ宿泊

[金]

IGCA年次総会

Welcome Party

(有)ヨネヤマプランテーション

(株)グリーンファーム

(株)サカタのタネガーデンセンター横浜

Lunch Box

京成バラ園芸(株)

Dinner at the glasshouse restaurant

(株)フラワーオークションジャパン

大宮盆栽村

さいたま市大宮盆栽美術館

Lunch in the Saien market

(株)埼玉園芸市場

(株)オザキフラワーパーク

六本木ヒルズ

Dinner at Roppongi   
(With night view of Tokyo)

東京駅 新幹線乗車

名古屋駅 下車

なばなの里＆花市場

(株)赤塚植物園

Lunch at the Red Hill garden
Information Meeting

高台寺

Dinner at the Garden Oriental 

(株)タカショー

Lunch in Takasho

(有)ロベリア

奇跡の星の植物館

Dinner in the Plant Museum

龍安寺

金閣寺

しょうざん

Lunch & Japanese gardens

(株)日本華道社 池坊

ガラディナー

[大会プログラム] 

2010.10．11
ザ・プリンスタワー東京宿泊

[月]
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[交流プログラム] 

参加者との交流を深め、また、日本の文化や歴史をより知っていただくため、大会中、
および食事中などに様々な交流プログラムを設けました。

 
[バス対抗コンテスト] 

・風呂敷アートコンテスト 
・いけばなデモンストレーション&レクチャー 
・盆栽デモンストレーション 
・野点、瓦積み、土壁塗りのデモンストレーション 
・六本木ヒルズから東京の街を眺望 
・舞妓の舞台とゲーム企画 
・日本庭園とお抹茶の体験 



Welcome Party



Welcome Party



Garden Centre

Yoneyama 
Plantation

5,000 ㎡

Yokohama, Kanagawa



Garden Centre

Green Farm

3,000 ㎡

Yokohama, Kanagawa



Garden Centre

Sakata Seed 
Garden Centre

950 ㎡  

Yokohama, Kanagawa



Keisei Rose Nurseries Flower Auction Japan



Saien Kazo Kaki plants market Omiya Bonsai Village



Garden Centre

Ozaki  
Flower Park

4,190 ㎡         

Tokyo



Travel in Japan Congress Staff



Furoshiki Art Competition



Nabana no Sato park



Garden Centre

Akatsuka 
Garden

1,800 ㎡            

Tsu, Mie



Kodaiji temple Takasho (Congress Official Main Partner)



Garden Centre

600 ㎡           

Sakai, Osaka

Lobelia



Awaji Yumebutai - The Plants Museum of Miracle Planet 



Kinkakuji temple Ryoanji temple Ikenobo



Gala Dinner





この度、2027年10月にIGCAの世界大会が日本で行われることが決定いたしました。

この大会は毎年世界中から約200名もの園芸関連事業者が参加して開催されており、

日本にて2回目の開催が出来ますのは大変名誉なことです。

新しい園芸を考える会が主催となり、「IGCA日本大会実行委員会」を編成し、企画運営を担います。

この大会を成功に導くためにぜひとも関係企業様からのご支援をお願いしたいと思っております。

第67回
IGCA Congress 

日本大会
日本で17年ぶりに開催



Touching Experience
和心共鳴「和」の精神と感動が響きあう体験

CONCEPT



◇ エクスカーション（視察）
19カ国・世界からの参加者と共に、優良園芸店・
庭園ツアー・テクノロジーを活用した施設・農場の見学。

◇ カンファレンス・セッション
持続可能性、テクノロジー、伝統文化に関する業界の
トップリーダーによる基調講演やパネルディスカッション。

◇ エンターテインメント・ワークショップ
非日常的な体験や文化パフォーマンス、日本の工芸や
盆栽などの伝統技術を体験するハンズオンワークショップ。

◇ 展示会
新しい園芸技術や製品を紹介する展示スペースの設置。

◇ ネットワーキングイベント
プロフェッショナルが集う交流の場を提供。参加者が交流
できるレセプションやディナー、イベントなど。

◇ 感動体験の提供
参加者に忘れられない学びと文化体験を
提供。

◇ 持続可能性とテクノロジーの融合
環境配慮型の新しい技術やビジネスモデルを
議論し、実践に向けた計画を立てる。

◇ 日本の園芸文化の発信
日本の伝統的および革新的な園芸技術を
世界に発信。

◇ 業界の連携促進
国内外の園芸業界のリーダーを結びつけ、
知識やベストプラクティス（業界水準）を共有。

ACTIVITYGOAL

◇ 地域経済の活性化
観光や関連イベントを通じて地域に経済的利
益をもたらす。

◇ 感動体験の共有
参加者の中で日本大会の記憶が長く語り継
がれる。

◇ 業界全体の成長
新しいパートナーシップや市場機会の創出と業
界水準を引き上げる。

◇ 文化的価値のリブランドと世界発信
日本の園芸文化が国際的な注目を集め、
保存と発展の機運を高める。

◇ 環境への配慮
業界内の持続可能な技術の普及と環境負荷
低減への具体的な提案。

IMPACT

IGCA Congress Japan 2027
― Tokyo ―

[活動内容][目標] [影響]



日本大会
実行委員会

大会会長

尾崎 明弘
大会実行委員長

平田 恭章

ご挨拶

この度、第67回国際ガーデンセンター協会（IGCA）世界大会を、ここ日本で開催で
きますことを、心より光栄に思い、深く感謝申し上げます。
2021年の日本大会が新型コロナウイルスの影響で中止を余儀なくされて以来、私たち
はこの日を心待ちにしておりました。再び巡ってきたこの機会は、単に知識を交換する場
に留まらず、異文化を理解し、世界の仲間と深く繋がり、かけがえのない経験を共有する、
まさに「再会の喜び」に満ちた 特別な時間となるでしょう。
私たちは、参加される皆様に「日本大会に参加して本当に良かった！」と心から感じてい
ただけるようなプログラムをご用意いたします。ガーデンセンターの最新動向はもちろんのこ
と、日本の奥深い園芸文化、洗練された庭園文化、そして日々の暮らしの中に息づく
「くらし文化」の魅力にも触れていただきます。
そして、この記念すべき大会を、日本の花き産業に携わる多くの皆様と共に盛り上げたい
と願っております。皆様のご参加とご支援が、業界全体のさらなる発展へと繋がる原動力
となると確信しております。
「チーム日本」として、私たちは参加国の皆様を最高の「おもてなし」の心で歓迎し、日本
の植物が持つ「生命の力」が織りなす感動体験を余すことなくお伝えすることをお約束い
たします。
私たち日本メンバーも、この特別な一週間を共に楽しみ、心ゆくまで交流を深めたいと
願っております。
本大会が、皆様にとって実り多く、忘れられない素晴らしい一週間となることを祈念し、
ご挨拶とさせていただきます。
皆様の温かいご支援とご協力に、重ねて御礼申し上げます。

IGCA２０２７日本大会
大会会長 尾崎明弘

㈱オザキフラワーパーク 株式会社平田ナーセリー

実行委員

富久田 三千代
(有)とちぎ園芸

実行委員

田中 紳吾
ガーデン・ガーデン

実行委員

三浦 真純
㈱総合園芸

相談役

徳本 修一
相談役

赤塚 耕一
㈱総合園芸 ㈱赤塚植物園



IGCAの加盟国



スポンサー企業
募集開始

この度、2027年10月にIGCAの世界大会が日本で行われることが決定いたしました。

この大会は毎年世界中から約200名もの園芸関連事業者が参加して開催されており、

日本にて2回目の開催が出来ますのは大変名誉なことであります。

新しい園芸を考える会が主催となり、「IGCA日本大会実行委員会」を編成し、企画運営を

担います。この大会を成功に導くためにぜひとも関係企業様からのご支援をお願いします。

ビジネス機会

世界の業界リーダーや

パートナーとの

直接交流

企業知名度UP

世界の園芸業界に

自社ブランドを

アピール

社会的評価

持続可能性や

文化振興への

貢献

スポンサーシップメリット
広告・企業戦略、企業プロモーションとしての活用



ウエブサイト
SNSでの
PR

2025南アフリカ大会のHP



訪問GCにて
特設展開

2023イタリア大会

2023イタリア大会2023イタリア大会



日本大会へ
招待

2010日本大会  しょうざんにて

連日 大型バス5台で移動 2010日本大会  盆栽村にて



バスでの
自社紹介

バス内にて商品紹介

バス内でプレゼンテーション バス内モニター画面にて会社紹介



リーフレットへ
社名記載



Welcome
Partyへ
招待

2017カナダ大会

2010日本大会



Welcome
Partyへ
招待

2023 イタリア大会

2019 イギリス大会

2018 チェコ大会



Gala 
Dinnerへ
招待

2023 イタリア大会

2018 チェコ大会 2018 チェコ大会



Gala 
Dinnerへ
招待

2023イタリア大会

2014アイルランド大会 2017カナダ大会



Gala 
Dinnerで
感謝状等の
贈呈

2023イタリア大会

2014アイルランド大会 2010日本大会



過去
スポンサー



グローバル
プラチナ
1000万
（1~3社）

プラチナ
500万円
（3~5社）

ゴールド
300万円
（5~10社）

シルバー
100万円
（10~15社）

カスタム
応相談

１・IGCA2026ドイツ大会への招待 1名

２・ウェブサイトやSNSでのPR 〇 〇 〇 〇 〇

３・訪問ガーデンセンターにて特設展開 〇 〇

４・新しい園芸を考える会 会員バックアップ販売 〇 〇

５・日本大会への招待 2名 1名 1名

６・バス内での自社紹介 〇 〇

７・リーフレットへの協賛社名の掲載 〇 〇 〇 〇 〇

８・コングレスキットへの記名 〇 〇 〇

９・開会式(Welcome Party)への招待 ５名 ５名 ３名 1名 〇

10・閉会式(Gala Dinner)への招待 ２名 ２名 １名

11・閉会式(Gala Dinner)にて感謝状等の贈呈 〇 〇 〇

12・大会全日程の参加費値引き 〇 〇 〇 〇 〇

13・新しい園芸を考える会研究会へのご招待
（沖縄大会2026.1・仙台大会2026.6）

２名

14・特別なリクエスト 〇

スポンサー種別内容
区分



スポンサー申込み

[ 振込先 ]

WEB「お申し込みフォーム」に必要事項を入力の上、送信ください
[ お申し込みフォーム ]

福岡銀行 善導寺支店

普通預金

口座番号 821541

IGCA日本大会実行委員会 実行委員長 平田恭章

ｱｲｼﾞｰｼｰｴｰﾆﾎﾝﾀｲｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝﾁｮｳ ﾋﾗﾀﾔｽｱｷ

大会スポンサーのお申し込みを受領した後、運営事務局より請求書を送付いたします。

（2026年、2027年の分割払い）

お支払いは以下の口座に銀行振込でお願いいたします。振込手数料はご負担願います。

[ 申込み締切り ]

2025年９月31日
＊定員に達し次第終了/ 先着順で受付



新しい園芸を考える会 会員メンバー
 ご協賛のお願い

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素より園芸業界の発展に格別のご高配を賜り、心より御礼申し上げます。

さて、私どもは現在、2027年10月に開催を予定しております「IGCA JAPAN 2027」
の準備を進めております。本大会は、国内外の園芸関係者が一堂に会し、業界の未来
をともに考え、持続可能で豊かな社会の実現に貢献することを目的としております。

本大会のテーマは「和心共鳴-TOUCHING EXPERIENCE」であり、園芸が持つ可能
性と価値を多角的に発信し、産業・生活・文化の各側面においてその存在意義を再認
識する機会となることを目指しております。会期中は、基調講演、展示企画、ネットワー
キングなど多彩なプログラムを通じて、来場者の皆様に深い感動と新たな気づきを提供す
る予定です。

つきましては、本大会の主旨にご賛同いただき、ぜひともご協賛という形でご支援を賜りた
く、謹んでお願い申し上げます。
皆様からのご支援は、業界全体の活性化のみならず、園芸が社会に果たしうる役割を
広く発信するための大きな力となります。

私たちはこの大会を、単なるイベントとしてではなく、園芸の価値と感動を次世代へつなぐ
「場」として位置付けております。貴社・貴団体のご支援とともに、この意義ある挑戦を実
現できますよう、実行委員会一同、心より願っております。

詳細資料につきましては別途ご送付申し上げますので、内容をご確認いただき、前向き
にご検討いただけますと幸いです。

何卒よろしくお願い申し上げます。
敬具

IGCA 日本大会 実行委員長
平田 恭章

(株)赤塚植物園
有限会社 秋田植物園
株式会社アグロガーデン
有限会社 麻野間園芸
有限会社 浅野木工所
アップルウエアー株式会社
アトムサポート株式会社
（有）あべ園芸
(株)イケカク種苗
(株)泉緑化
(株)茨城農園
上野ファーム
内山園芸
Ａ．ＰＬＡＮＴS
(有)エール商事 花のとびつか
園芸ネット株式会社
(有)大倉園芸
大原種苗(株)
(有)岡野秀花園
(株)岡宗農園 メリーガーデン
小倉園
(株)オザキフラワーパーク
(株)尾張園芸
ガーデン・ガーデン
(株)花香園園芸場
兼弥産業(株)
株式会社カルナック
(株)川崎緑化センター
(株)河野メリクロン
(株)岐孝園
(有)北山ナーセリー
岐阜種苗 株式会社
株式会社 木村植物園
KINCHO園芸株式会社
(株)琴花園

(株)八草園
林(株)
(株)平田ナーセリー
有限会社姫園芸
福花園株式会社
株式会社福樹園
株式会社 フジタフラワーガーデン
フューチャーライト株式会社
(株)プラネット
(株)フラワーオークションジャパン
古川庭樹園
株式会社 プロトリーフ
ベルグアース 株式会社
前田ナーセリー
マスダグリーン(株)
幹園芸
有限会社 宮崎園芸
ミュールミル有限会社
八江農芸(株)
株式会社 ヤマシタフラワーズ
株式会社 山地緑化センター
有限会社 矢祭園芸
横浜植木(株)
有限会社 吉田園芸
(株)吉本園芸
(株)吉本花城園
(株)米沢園芸
株式会社 リード商事
有限会社 ル・フロール

箱の森ｶﾞｰﾃﾞﾝ倶楽部
六基グリーン産業(株)
ワイズガーデン
ワタライ園芸
株式会社ヤナイ園芸

(株)グリーンアイランド
グリーンギャラリーガーデンズ
(株)グリーンショップいのたに
Green Snap株式会社
株式会社 グリーンファーム
株式会社 グリーンプラザ フレンズ
株式会社 グリーンポット貿易部
グリーンランドエデン
(株)クレマコ－ポレ－ション
(有)佳花園
鴻巣花き(株)
(株)鴻巣花壇
国際航空旅行ｻ-ﾋﾞｽ(株)
(株)ごとう花店
株式会社サカタのタネ 統括部
株式会社 佐藤園芸
(有)サニベルグリーンハウス
四国ガーデン 株式会社
(株)瀬戸内園芸センター
(株)総合園芸
株式会社大正堂
髙松商事株式会社
株式会社田中花園
(株)タネ源
(有)田原迫ヤシ園
(株)出羽園
株式会社 DoLABO
株式会社 桃原農園
株式会社 登坂園芸
(有)とちぎ園芸
有限会社長良園芸
(株)二楽園
(株)ハクサン
橋本園芸(株)
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